
408
CHEMOTHERAPY NOV.1990

泌尿器科領域におけ るcefetamet pivoxilの 臨床 的検討
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Cefetamet pivoxil(CEMT-PI)は グラム 陽性 菌 か ら陰 性菌 まで広 い抗菌 スペ ク トル を示 す

新 しい経 口用 セ ファ ロスポ リン剤 であ る。本 剤 を尿路 感染症27例 に使 用 し,そ の有効 性,安 全

性 につ いて検討 した。急性 単純性 膀 胱炎15例,複 雑性 尿路 感染 症12例 に投 与 しUTI薬 効 評価

基準 に従 って効 果判 定 を行 った。UTI薬 効 評価 基準 に適合 す る急性 単純 性膀 胱炎4例 で は著効

4例 で あ った。 一方 複雑性 尿路 感染症6例 で は著効3例,有 効2例,無 効1例 であ った。

FKeywords:Cefetamet pivoxil,CEMT-PI,尿 路 感染 症,

東 海大学 付属 病院 泌尿器 科,東 海大 学東 京病 院泌尿

器科 お よび東 海 大 学大 磯 病 院 泌尿 器科 を昭 和63年3

月 よ り昭和63年7月 までの期 間 に受 診 した外 来 患者

27例 に対 して投 与 した。その 内訳 は急性単純 性膀 胱 炎

15例,複 雑 性尿 路感染 症12例 であ った。前 者 は男性2

例 女 性13例 で年 齢分 布17～73歳 であ り,後 者 は男性

6例,女 性6例 で年 齢分布33～86歳 で あった。

投 与 量 は 急 性 単 純 性 膀 胱 炎14例 が1日250mg×

2,1例 が500mg×2で あった。複 雑 性尿路 感染症 では

8例 が250mg×2,4例 が500mg×2で あ った。投与期

間 は前者 では3～13日(主 と して3日),後 者 では1～

19日(主 として5日)で あ った。

急性 単純性 膀 胱炎 の4例,複 雑 性膀 胱炎 の6例 に つ

い てはUTI薬 効評 価 基準 に従 って 臨床効 果 の 判 定 を

行 った1)。それ 以外 の症例 に は主治 医判定 を行 った。ま

た,こ れ ら27例 に対 し自他覚 的 副作用 お よび臨床 検査

値 の変 動 につ いて検討 を行 っ た。(Table1,2)。

急性 単純性 膀胱 炎15例 中のUTI薬 効評価 基 準に適

合 す る4例 につ い て,そ の総 合 臨床 効 果 をTable3に

示 した。4例 中著効4例 であ った。

UTI薬 効 評 価 基 準 に適 合 しな い11例 を含 む15例

の主 治 医 判 定 の 結 果 は 著 効8例,有 効7例 で 有効 率

100%で あった。

急性 単純 性膀 胱 炎 に対 す る細 菌 学 的効 果 をTable4

に示 した。細 菌学 的効 果 では投 与前 の分離 菌 はすべ て

Escherichia coliで 全例 消 失 した。投与 後出現 菌は認め

られなか っ た。

複雑 性尿 路感 染症12例 中のUTI薬 効 評価 基準 に適

合す る6例 につ い て,そ の総 合 臨床 効果 をTable5に

示 した。6例 中著効3例,有 効2例,無 効1例 で あった。

UTI薬 効評 価基 準 に適 合 しな い4例 を含 む10例 の

主 治医判 定 の結果 は著効4例,有 効3例,無 効3例 で

有効 率70.0%で あ った。症 例No27は 投与後1日 目に

悪 心が 出現 し,患 者 自身 の判断 で服用 を中止 したため

判 定 は で きなか っ た。UTI群 別 の 内 訳 は 第4群6例

で,全 例 カテー テル非 留 置例 であ った(Table6)。

複雑性 尿路 感染 症 の細菌 学的効 果 と投与 後 出現菌 を

Table7,8に 示 した。 細菌 学的効 果 を見 る と,分 離菌

はE.coli3株,Klebsiella pneumon1株,Enterococ-

cus faecalis1株,Proteus mirabilis1株 で,E.faecalis

の1株 が 存 続 し た,投 与 後 出現 菌 はStaphylococcus

epidermidis1株 で あ った。

分 離 菌 のMICと 細 菌 学 的 効 果 の 関 係 をTable9に

示 した。

自他 覚 的副作 用 は悪心 を1例 認 め た。 副作 用発生率

は27例 中1例(3.3%)で あ った。 悪心 は薬剤 投与 中止

後症状 改善 し程 度 は軽度 で あ った。 投与 前後 の臨床検

査値 の変動 を調べ た症例 は本 剤 の投与 が外来 で行 われ

たこ と もあ って5例 しか なか ったが,本 剤 に よる と思

われ る異常値 は認め られ なか っ た。

*〒259・11伊 勢原市望星 台
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Table 1. Clinical summary of uncomplicated urinary tract infection patients treated with cefetamet pivoxil

AUC: acute uncomplicated cystitis
*

before treatment

/after treatment
**

UTI:criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr:Dr'sevaluation
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Table 2. Clinical summary of complicated urinary tract infection patients treated with cefetamet pivoxil

CCC: chronic complicated cystitis 

CCP: chromic complicatod pyelonephritis 

BPH: benign prostatic hypertrophy 

VUR: vesicoureteral reflux

*beforetreatment

/after treatmet
**

UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr: Dr's evaluation
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Table 3. Overall clinical efficacy of cefetamet pivoxil in acute uncomplicated urinary tract infection

Table 4. Bacteriological response to cefetamet pivoxil in acute uncomplicated urinary 

tract infection

* Persisted: regardless of bacterial count

Table 5. Overall clinical efficacy of cefetamet pivoxil in complicated urinary tract infection



412
CHEMOTHERAPY

NOV.1990

Table 6. Overall clinical efficacy of cefetamet pivoxil classified by the type of infection

Table 7. Bacteriological response to cefetamet pivoxil in complicated urinary tract infection

*Persisted: regardless of bacterial count

Table 8. Strains* appearing after cefetamet pivoxil treatment in 

complicated urinary tract infection

*:regardless of bacterial count

Table 9. Relation between MIC and bacteriological response to cefetamet pivoxil treatment in complicated urinary tract 

infection

No. of strains eradicated/No. of strains isolated
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CEFETAMET PIVOXIL 

IN UROLOGICAL INFECTIONS 
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Cefetamet pivoxil(CEMT-PI) is characterized by a broad antibacterial spectrum covering Gram-

positive and-negative bacteria, and stability to g-lactamases. We used this compound in the treatment 
of 27 patients with urinary tract infection (UTI) to investigate the drug 's efficacy, safety and 
usefulness. CEMT-PI was administered to 15 patients with acute uncomplicated cystitis and 12 with 
complicated UTI. The drug 's efficacy was evaluated according to the criteria of the Japanese UTI 
Committee. In four assessable cases of acute uncomplicated cystitis, CEMT-PI was evaluated as 
excellent in all 4 cases. In six assessable cases of complicated UTI, CEMT-PI was excellent in 3 
cases, moderate in 2 and poor in 1.


